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研究成果の概要（和文）：2011年以降のアラブ諸国や東南アジアなどでの大規模路上抗議運動の発生において、軍の関
与の有無が政権交代の成否を左右する事例が続いた結果、現在途上国の政軍関係について、新たな分析視点の導入必要
性が指摘されている。本研究期間中、中東、東南アジア、南アジア、南東欧諸国の事例を分析した結果、軍、政治権力
、市民社会の三要素のそれぞれの相互関係のあり様が軍の政治関与パターンに影響を与えることが分かった。各分担者
は、選挙など民主主義制度や市民社会の役割が軍の政治行動に与える役割や、国家の退行から発生した国軍の衰退と準
軍事組織の台頭などに着目し、研究成果を「途上国における軍・政治権力・市民社会」にまとめた。

研究成果の概要（英文）：New phenomena of civil-military relation is now highlighted since Arab Springs in 
2011. Military relation with the civil society plays a crucial role in designating military behavior in 
the recent cases of military intervention in politics. Cases in Thailand and in Egypt show the military 
intervention as a result of‘listening to the voices’from the street; but which voices does it listen 
to? Which civil society influences the behavior of military? Another phenomenon we witness is erosion of 
the legitimacy of state as‘the source of legitimate physical force', which authorizes national army to 
use force. Now prevalence of para-military complicates the state-military-civil society relations. Should 
we consider para-military as a part of politicised military power, or counterbalance to national army?
Answering the questions raised, we published a book titled‘Military, State and Civil Society in the 
Developing Countries', taking cases of the Middle East, Southeast Asia, and so on.

研究分野：地域研究
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１．研究開始当初の背景 
アジア、アフリカなどの非欧米諸国におい
ては、独立以来軍が体制構築に大きな役割を
果たしてきた。独立運動を国軍が担ったこと、
国軍が（少数派の分離独立を弾圧するなど）
人工的に設定された国家領土を維持する唯
一の主体として機能したこと、国民皆兵を前
提とする国軍を通じて新興国家の国民とし
てのアイデンティティ確立が促されたこと
など、50-60 年代の非欧米諸国の近代化過程
で軍が果たした役割は、政治体制においての
みならず、国民統合、ナショナリズムの展開
など、広範な分野において重要であった。 
しかし多くのアジア、アフリカ諸国で独立
後、軍を中心とした権威主義体制が確立され、
軍が体制内化した後は、脱政治化し政治勢力
への挑戦者としての意味は低減したとみな
されてきた。また軍政から民政への転換が多
くの非欧米諸国で進む過程で、軍は研究対象
としてさほど省みられなくなった。70年代以
降、体制内化した、ないし民政下で役割を低
減させた軍が国家機構のなかでどのような
位置づけにあるか、その役割の変化について
研究はあまりなされてこなかったといえる。 
一方、90年代までには東欧、ラ米、アフリ
カなどで民主化が進む一方で、中東では
50-60 年代に成立した民族主義軍事政権が
2010 年まで続いた。その中東諸国で 2011 年
に発生した「アラブの春」は、そうした権威
主義体制の転換を目指したものだったが、そ
こで政権交代の成否の鍵を握ったのは体制
内主体としての軍であった。しかし「アラブ
の春」を分析する上で、軍の支配エリートと
しての役割の把握、分析が喫緊の課題である
が、その研究蓄積は十分ではない。 
ここに、長く空白となってきた軍の政治的
役割に関する議論を大きく刷新し、この分野
の研究に新たな光を当てる必要が生まれた。
第一に、軍の政治的役割に関して現代的な視
点から新たな考察を行い、「アラブの春」に
代表される政権転覆の試みに対する軍の役
割と対応、支配エリートとして、特に非軍事
的分野での軍の役割などに焦点を合わせて、
調査、研究を行うことの重要性が浮きぼりに
なった。そこでは、東南アジア諸国、南アジ
ア諸国の事例を参照事例として比較した研
究が必要である。 
加えて、90年代以降、軍事技術の発展と軍
事行動の民営化、外注化が国際的に一般化し
たことにより、軍の基本的機能である治安維
持が国軍以外の組織で可能な状況が生まれ
たが、そうした側面をとらえた研究視点が不
在である。暴力装置としての役割を独占でき
なくなった国軍がその政治的役割を維持す
るためには、治安維持能力以外のリソースを
持つ必要があるが、それをいかなる分野に求

めているのか、解明することは、政軍関係の
議論にとっても重要である。国軍に代わり治
安維持機能を委託された準軍事組織が、国軍
同様の政治的役割、政治関与への意思を持つ
のかどうかも、解明すべき重要な点である。 

 
２．研究の目的 
中東、アジア諸国において体制維持に重要
な役割を果たす軍に焦点を当て、その政治経
済的位置づけを明らかにすることを目的と
した。特に、近年アラブ諸国で発生する民衆
の街頭行動を契機とした民主化運動におい
て、旧体制内支配エリートたる軍の対応が政
権交替に大きく影響したことに注目し、支配
エリートとしての軍が持つ政治的な意味の
再検討を目的とした。また国軍以外の暴力装
置が、民兵や民間軍事会社など多様化してい
るなかで暴力管理と政治権力の関係が複雑
化している現状を、特に紛争地域において検
証することも、射程にいれた。こうした研究
を通じて、軍を体制の基盤とするアジア、中
東諸国の体制安定性と今後の民主化可能性
について、一定の理論モデル構築を目指した。 
 
３．研究の方法 
上記の目的のために、主として資料文献の収
集、分析と現地での調査活動(聞き取り調査な
ど)、欧米の関連研究者との意見交換を軸に、
以下の研究を遂行した。 
(1) 東南アジア諸国、南アジア諸国における
軍の政治的役割と、それを参照軸として
中東の事例を分析し、権威主義体制にお
ける支配エリートとしての軍の役割につ
いて、アジア、中東諸国における一定の
パターンを抽出。 
特に軍が国政（閣僚、国会など）、地方経
済開発（地方行政各職）で果たす政治経
済的役割を解明し、それが政党政治メカ
ニズムといかなる関係にあるか、各国事
例から軍の政治関与パターンを抽出した。 

(2) アジア、中東諸国における支配エリート
サークル構成要素としての準軍事組織と
国軍の関係を分析。特に各国の軍将校の
昇進・リクルートパターンを抽出した。 

(3) 東南アジア、南アジア諸国において軍が
有する経済的利権、国内社会および対外
的影響力、特に宗教組織などの社会勢力
との関係を分析し、それを参照軸として
中東諸国における軍の社会経済的影響力
を比較分析。軍の経済的社会的利権確保
の経緯を解析した。 

(4) インドネシア、フィリピンなどで 80-90
年代に発生した政権交代を求める民衆の
街頭行動の原因、背景の分析を通じて、
政権交代における軍の役割に関する一定
のパターンを抽出。 
特に中東における事例については、具
体的に以下の調査、分析を行った。 



a. アラブ諸国の権威主義体制における
軍の位置づけを、軍の政策決定上の役割、
党、国家機関の政治的要職での軍出身者の
比率、政権の対軍優遇政策などから分析。  
b. a.のうち政権交代を果たした国で、軍
の位置づけがいかに変化したのかを調査。 
c. 「アラブの春」における民衆の街頭行
動が、いかなる原因、背景で発生したのか
を検証し、各国の例における軍の役割を分
析、比較。 

(5) 紛争経験国における国軍の再編過程を分
析し、解体された旧軍と国際社会ないし
多国籍軍管理下で新設された軍の新規性、
連続性を分析。特にイラク、アフガニス
タンなど紛争経験国において、新軍と旧
軍との相違を分析し、国軍としての政治
的役割の継続性の有無を検証。また、旧
ユーゴなどバルカン諸国の 90 年代以降
の政治体制、軍制度の再編過程を分析。 

(6) 準軍事組織と国軍の関係の分析。権威主
義体制国家における治安機関や民兵組織
など準軍事組織の政治的役割と国軍、政
党との関係を分析。 
以上、それぞれの研究作業は分担者の間で頻
繁に研究会を開催して(年３～４回程度、終日)、
情報と問題意識を共有した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、最終年度に執筆、編集の
上晃洋書房から出版した『途上国における
軍・政治権力・市民社会――21世紀の新しい
政軍関係』に集約されている。そこでは、既
存の政軍関係の議論が軍と政治権力の２者
関係に焦点を絞って論じられてきたのに対
して、21世紀以降はそこに市民社会の要素が
加わり、「新たな政軍関係」ともいうべき状
況が生れていることを明らかにした。また、
戦争や内戦などの紛争状況のなかで国家の
正統性が瓦解し、それに並行して軍の正統性
が失われた結果、民兵など準軍事組織が跋扈
する状況が、特にイラクやイエメン、レバノ
ンの例で明らかにされた。 
同書では、政治権力と軍の関係に光を当て
た第一部には分担者の鈴木(恵)、井上、松本、
久保、山尾、末近に加えて、タイの事例に関
して玉田芳史(京都大)に執筆を依頼し、第二
部には市民社会と軍の関係を踏まえて、分担
者の五十嵐、横田、増原、松永、鈴木(絢)が
執筆した。代表者の酒井と池田は、総論に位
置付けられる第１、２章を執筆した。そこで
取り上げられた国は、中東(イラク、レバノン、
イラン、イスラエル、イエメン、エジプト)、
南アジア(パキスタン)、東南アジア(インドネ
シア、フィリピン、マレーシア)、南東欧(バ
ルカン諸国)であり、いずれも分担者が実施し
てきた研究の成果の反映である。 
本書の編纂以前にも、研究遂行過程で代表
者、分担者はそれぞれ、比較政治学会、国際

政治学会、政治学会など国内学会での学術発
表や関連学術雑誌への論文執筆を積極的に行
ってきた。なかでも本科研が主体となって学
会のパネルを企画したり、国際ワークショッ
プを海外で主催することも、頻繁に実施した。 
(1) 海外での国際ワークショップの開催につ
いては、以下の2件が特筆に値する。 
① H25年６月、イラク戦争から10年後を契
機とする国際シンポジウム「Iraq 10 years on, 
Conflict, Migrations, Futures, 」をカイロで、カ
イロ・アメリカン大学との共催で開催した
(英・東ロンドン大学、セントアンドリュース
大学、オックスフォード大学との協力)。同シ
ンポジウムでは世界中から報告を公募し、51
人の報告者(うち日本人は３名、本科研からは
酒井、山尾が報告)が集まり、現在のイラクの
政治社会経済情勢、アイデンティティと紛争、
難民問題、周辺国や国際社会との関係をテー
マとした43件の報告がなされた。現地の若手
研究者、学生など約100人の参加者を得、世界
中のイラク研究者が一堂に会した総合的、学
際的な知的交流の場として国際的にも画期的
であると、各方面から高い評価を得た。 
本シンポ後、成果の英文での出版をカイ
ロ・アメリカン大学出版会に打診していたが、
同年７月に発生した軍事クーデタによりエジ
プト国内が混乱状態となり、企画が中断した。
現在英東ロンドン大学、セントアンドリュー
ス大学との間で再度調整し、Routledge社から
の出版を想定して編集作業を進めている。 
② H27年 12月、イラクのバスラ大学にてバ
グダード大学、ムスタンシリーヤ大学ととも
に日本・イラク学術合同会議を共催した。そ
の際代表者の酒井と分担者の山尾が参加し、
研究報告を行った。本会議は在イラク日本大
使館の協力も得、現地の大手アラビア語日刊
紙Azzaman紙に一面を使って会議特集が掲載
されるなど、イラクとの学術交流事業として
も高く評価された。日本でも、H28年1月に
NHKが取り上げるなど、関心を集めた。 
 紛争下にある国での合同学術会議の開催は、
なかなか国際的に発信する機会のない現地の
研究者に発表機会を与えるとともに、日本の
研究動向を知らしめる貴重な機会となる。そ
の意味で、会議期間中多くのイラク人研究者
から学術交流の期待が寄せられ、日本の文化
外交の一端を担う成果ともなった。 
(2) 上記以外にも、海外での国際学会大会に
パネル、報告を企画して国際発信を行った。
その代表例が以下の2件である。 
①H26年、アンカラ(トルコ)で実施された世界
中東学会(WOCMES、8月17-24日)に参加し、
二つのパネルを代表者の酒井が、一つを分担
者の松永が企画し、連携研究者、研究協力者
を含めて研究報告を行った。酒井企画の
Moving Beyond the Primordialist/ Constructivist 



Divide には酒井の他分担者の末近、山尾が報
告を行い、もう一つの酒井企画Bridging Both 
Ends of the 'East’のパネルでは臼杵陽(研究協
力者)がJapanese Attitudes towards the Middle 
East from a Historical Viewpointとの報告を、ま
た海外研究協力者のキム・ジョン・クァン(韓
国) がThe Multi-Cultural Phenomenon in the 
Life of Muslims and Modern Dynamism?との題
での研究報告を行った。松永企画の
Contentious Politics Approaches to MENA 
Conflicts and Institutional Changeのパネルでは、
ダルウィッシュ(連携研究者)、ムハンマド・ア
ブディン、南部真喜子(ともに研究協力者)が研
究発表を行った。いずれも多くの参加者を得
て、活発な討論がなされた。 
②H26年12月に京都で開催されたアジア中東
学会連合大会では、イランからサラ・シャリ
ーアティ教授を招聘し、The Self: Return or 
Reconstruction? Rereading Shariati’s theory of 
‘Return to the Self’ from a Postcolonial 
Perspectiveとの基調講演を行わしめた。 
また同大会に参加したイラク・ムスタンシ
リーヤ大学学長を団長とするイラク学術派遣
団５名を講師として、パネルディスカッショ
ンContemporary Political Social Situation in Iraq 
and Youth in Iraqを、東京にて実施した。これ
は上記(1)①のシンポを補完する事業として実
施された。 
(3) 国内でも若手研究者の育成を企図したワ
ークショップや社会的発信を目的とした公開
講演会を開催した。 
① H24年10月には京都大学との合同で国際
ワークショップThe Society, Economy, and 
Politics of Eurasia and the Middle East:Global 
and Regional Dimensionsを実施し、若手研究者
の研究報告を行った。 
② H26年9月には、同年6月に「イスラーム
国」が台頭し世界的な関心が高まったことか
ら、公開ワークショップ「混迷するイラク政
治とイスラーム国の行方」を開催、分担者の
山尾と松永による報告を基調に、外部講師を
交えて「イスラーム国」問題に関する総合的
討論を行った。その成果は、山尾大・吉岡明
子編『「イスラーム国」の脅威とイラク」(岩
波書店)として出版された。 
③ H27年3月に新進気鋭のイラク研究者フ
ァナル・ハッダード研究員をシンガポールよ
り招聘、混迷するイラク情勢に関し公開国際
ワークショップSectarianism and Contemporary 
Iraqi Politicsを開催、山尾、酒井が報告を、松
永、末近がコメンテーターを務めた。 
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